
本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
で
は
本
年
度
も
除
雪

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
路
上
に
垂

れ
下
が
っ
た
樹
木
な
ど
は
、
所
有

者
で
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
車
は
路
上
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
い

ず
れ
も
、
除
雪
車
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。消
防
施
設
付
近
は
、

早
め
に
地
域
で
雪
か
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
円
滑
に
進
む
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
雪
害
は
、
気

温
が
０
℃
前
後
で
、
重
い
雪
が
降

り
続
い
た
と
き
に
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
事
前
に
▽
補
強
用
の

支
柱
を
細
か
い
間
隔
で
立
て
る
▽

被
覆
資
材
の
た
る
み
を
取
る
▽
可

能
な
場
合
は
天
井
を
開
放
す
る―

な
ど
の
対
策
で
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ

ウ
ス
の
屋
根
に
雪
が
積
も
っ
た
と

き
は
、
早
め
に
滑
落
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
雪
下
ろ
し

は
原
則
、
外
か
ら
。
ハ
ウ
ス
内
へ

の
立
ち
入
り
は
危
険
で
す
。

気
温
が
低
い
日
が
続
く
と
、
水

道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
凍
結
防
止
の
た
め
、
水
道
管

や
蛇
口
に
保
温
材
や
タ
オ
ル
、
ビ

い
る
も
の
の
、
地
域
や
事
業
所
間

で
連
携
し
た
災
害
対
応
は
十
分
な

状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
近
年
、

大
地
震
や
大
火
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
、
大
規
模
な
災
害
が
多
発
。
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
は
、
市
全
体
の
防
火
防
災

力
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
協
会
の
設
立
が
決
定
し
ま

し
た
。
市
は
８
月
、
商
工
会
議
所

や
工
業
団
地
、
自
治
会
等
の
関
係

者
で
作
る
同
協
会
設
立
準
備
会

（
世
話
人
代
表
、
塩
田
展
康
・
綾

部
商
工
会
議
所
会
頭
）
を
開
催
。

10
月
に
は
役
員
会
と
し
て
体
制
を

変
え
、
12
月
の
発
足
に
向
け
て
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
合
同
で
行
う
防
災
訓

練
や
研
修
会
等
に
参
加
。
他
事
業

所
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
防
災
に

対
す
る
備
え
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
対
す
る
防
火
防
災

の
啓
発
等
、
地
域
に
身
近
な
事
業
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　ガ
ラ
・
シ
テ
ィ

　「最
も
強
い
も
の
が
生
き
残

る
の
で
は
な
く
、
最
も
賢
い
も

の
が
生
き
延
び
る
の
で
も
な

い
。
唯
一
生
き
残
る
の
は
、
変

化
で
き
る
も
の
で
あ
る
」。
有

名
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の『
進
化
論
』

の
一
節
だ
が
、
研
究
の
場
と
な

っ
た
絶
海
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島

で
興
味
深
い
進
化
が
起
き
て
い

る
と
い
う
。

　島
に
棲
む
イ
グ
ア
ナ
は
サ
ボ

テ
ン
を
食
す
る
が
、
絶
滅
を
危

惧
し
た
サ
ボ
テ
ン
は
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
長
い
時
間
を
か
け
て

背
丈
を
伸
ば
し
た
。
す
る
と
イ

グ
ア
ナ
は
餌
場
を
海
に
求
め
、

岩
場
に
し
が
み
つ
け
る
よ
う
に

手
足
の
爪
を
発
達
さ
せ
海
藻
を

食
す
る
進
化
を
遂
げ
た
と
の
こ

と
。
更
に
頑
強
に
な
っ
た
爪
を

使
っ
て
一
度
は
諦
め
か
け
た
サ

ボ
テ
ン
に
も
登
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
と
い
う
。
い
わ
ば
水

陸
両
用
の
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・

イ
グ
ア
ナ
〞
が
誕
生
し
た
訳

で
、
こ
う
な
る
と
そ
れ
に
対
し

て
サ
ボ
テ
ン
が
今
後
ど
ん
な
進

化
を
辿
る
の
か
を
研
究
観
察
中

と
か
。
身
近
な
産
業
で
も
、
同

じ
製
品
を
手
掛
け
る
な
ら
ば
生

産
現
場
を
海
外
に
移
し
、
逆
に

同
じ
場
所
で
操
業
を
継
続
す
る

な
ら
新
商
品
を
開
発
す
る
な

ど
、
生
き
残
り
の
策
を
講
じ
て

い
る
企
業
は
多
々
あ
る
。
本
市

の
製
造
業
し
か
り
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
事
象
は
〝
ま
ち
づ
く

り
〞
に
も
当
て
は
ま
る
。

　人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
諸
施
策
が
高
度
経

済
成
長
時
代
と
同
じ
で
あ
っ
て

良
い
は
ず
が
な
い
。
日
本
社
会

で
し
か
通
用
し
な
い
標
準
に
引

き
こ
も
っ
て
し
ま
う
様
を
「
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
症
候
群
」
と
揶
揄
さ

れ
て
久
し
い
。
ガ
ラ
ケ
ー
（
携

帯
電
話
）
が
象
徴
的
だ
が
、
変

化
に
対
応
で
き
な
い〝
ガ
ラ
・
シ

テ
ィ
〞と
貶
め
ら
れ
な
い
ま
ち
づ

く
り
が
今
、求
め
ら
れ
て
い
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

93

す

え
さ

　ば

か
し
こ

や

　ゆ

た
ど

お
と
し

市
内
事
業
所
等
の
災
害
へ
の
自

衛
体
制
強
化
や
地
域
と
事
業
所
等

の
横
の
連
携
に
よ
り
、
市
全
体
の

防
火
と
防
災
力
向
上
を
目
指
す

「
綾
部
市
防
火
防
災
協
会
」。
12
月

の
発
足
に
向
け
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
や
共
助
の
精
神

で
成
り
立
つ
同
協
会
。
発
足
に
向

け
て
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
所
等
で
は
そ
れ
ぞ
れ

に
災
害
時
の
対
策
は
確
立
さ
れ
て

発
足
に
向
け
関
係
者
で
協
議

強
み
を
生
か
し
地
域
に
貢
献

間もなく冬到来

一歩進んだ雪対策を！
　本年１月、府北部は大雪に見舞われ、市内でも多くの被害が発生しました。
その教訓を生かし、今季は従来より一歩進んだ雪の対策をしましょう。

ニ
ー
ル
袋
等
を
巻
い
て
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。
万
一
凍
結
し
た
場
合

は
、自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ

っ
く
り
と
か
け
ま
し
ょ
う
。
破
損

し
た
場
合
は
止
水
栓
を
締
め
、
市

の
給
水
装
置
工
事
指
定
業
者
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
地
区

別
に
修
理
業
者
の
割
当
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
（
本
紙
お
知
ら
せ
版

参
照
）。
な
お
、
凍
結
破
損
が
原

因
の
漏
水
は
、
料
金
減
免
の
対
象

外
で
す
。

除
雪
の
支
障
木
は
伐
採
を

ハ
ウ
ス
に
も
事
前
の
一
策
を

水
道
管
は
保
温
を

　　　　　　　市は、住宅などの屋根の雪下ろし
　　　　　　や住宅から公道までの雪かきに協力
　　　　していただける事業者のリストを作成。
自治会連合会長と各自治会にお渡ししています。
困ったときはご連絡ください。作業内容や費用は、
事業者と相談して決めてください。
問 防災課☎（42）４２２２

　　　　　　　積雪量が 50 ㌢を超え、高齢者世
　　　　　帯や障害者世帯、母子世帯などが第三
者に依頼して除雪した場合に、作業費用の一部を
補助します。
対象／市内在住の住民税非課税世帯で、同一の自
治会連合会内に子の住居がない世帯。
補助金額／１回当たりの除雪費用の半額（上限２
万円）。回数の制限なし。１世帯の補助金額の上
限は１年度に４万円。
申請／申請書に必要事項を記入し、民生児童委員
の証明を受けて高齢者支援課へ。除雪費の領収書
の写しが必要です。
問 高齢者支援課☎（42）４２５９

　　　　　　　雪かきの対応が困難な世帯を手伝
　　　　　う雪かきボランティアを募集します。
条件／高校生以上で市内在住、在勤の人。未成年
は保護者の同意が必要。
活動内容／道路から玄関先までの除雪。
募集／ 12 月１日（金）から随時。
活動期間／ 12 月～平成 30 年３月中旬ごろ。活
動日は、天候や雪の条件でその都度決定し連絡。
登録／登録用紙に必要事項を記入し、あやべボラ
ンティア総合センターへ。
問 同センター☎（40）１３８８、ファクス（40）１３８９

雪かき対策を支援雪かき対策を支援

除雪業
者を紹

介

費用に
補助

ボランテ
ィア募集

役員会の様子

所
と
し
て
活
動
し
ま
す
。さ
ら
に
、

万
一
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
会

員
同
士
や
地
域
、
行
政
が
連
携
。

被
災
者
の
移
送
や
受
け
入
れ
、
建

設
機
械
の
手
配
、
生
活
用
品
の
提

供
な
ど
、
お
互
い
の
強
み
を
生
か

し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
と
と
も
に
、
早
期
復
旧
に
貢
献

し
ま
す
。
入
会
に
は
、
業
種
や
規

模
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

消
防
本
部
予
防
課
☎（
42
）０
１
１

９
へ
。

横
の
連
携
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

横
の
連
携
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

連携
地　域

15 ㌢超の積雪でハウス倒壊の恐れが高まる

屋外や風が強い場所にある水道管は特に注意を

熱湯を直接かけると破損の原因に

目指す連携のイメージ

A事業所 B工場 C商店

綾
部
市
防
火
防
災
協
会 ―

 

12
月
発
足

場
所
／
府
立
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

（
福
知
山
市
）。
書
面
申
請
期
間
／
12

月
21
日（
木
）〜
平
成
30
年
１
月
５
日

（
金
）。
申
請
用
紙
は
、
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　☎（
42
）０
１
１
９

　市
は
、
公
共
下
水
道
綾
部
処
理
区

の
事
業
区
域
に
つ
い
て
味
方
町
の
一

部
へ
の
区
域
拡
大
を
行
う
た
め
、
都

市
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
変
更
案
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
30
日（
木
）午
後
２
時

〜
。
場
所
／
綾
部
会
館
（
味
方
町
）。

問
下
水
道
課

　☎（
42
）４
２
９
５

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋
や
土

地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど
把
握
が
難

し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
家
屋
の

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
６
日（
水
）午
後
７
時

〜
。
場
所
／
中
央
公
民
館
中
央
ホ

ー
ル
（
里
町
）。
演
題
／
部
落
問
題

と
向
き
合
う
私
た
ち
〜
結
婚
差
別
を

乗
り
越
え
て
〜
。
講
師
／
石
井
真
澄

さ
ん
、
石
井
千
晶
さ
ん
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

で
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
に
つ
い

て
み
ん
な
で
考
え
る
「
綾
部
た
す
け

あ
い
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
12
月
21
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
中
央
公
民
館
中

央
ホ
ー
ル
（
里
町
）。
内
容
／
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
の
概
要
説
明
、

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
会
長
の
堀
田
力

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
な
ど
。
申
込

み
／
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に
必
要

な
資
格
、「
危
険
物
取
扱
者
」
の
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
平
成
30
年
２
月
４
日（
日
）。

29
日
の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区（
火
、

金
曜
日
の
収
集
地
域
）、
中
筋
、
西
八

田
、
東
八
田
の
各
地
区
。
30
日
の
収

集
地
域
／
綾
部
地
区
（
月
、
木
曜
日

の
収
集
地
域
）、
豊
里
、
物
部
、
志

賀
郷
、
吉
美
、
山
家
、
口
上
林
、
中

上
林
、
奥
上
林
、
七
百
石
（
大
谷
）

の
各
地
区
。

問
環
境
保
全
課
☎（
42
）１
４
８
９

　市
は
、
自
立
し
て
人
生
を
歩
も
う

と
す
る
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
た
め

「
平
成
30
年
第
67
回
綾
部
市
成
人
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
個
人
あ
て
に
は
通

知
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
族
や
市
民
の
皆
さ
ん

も
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。
日
時
／
平
成
30
年
１
月
７
日

（
日
）
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
受

付
は
正
午
か
ら
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
綾
部
市
教
職

員
人
権
教
育
研
究
会
と
共
催
で
、
人

権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
や
土
地
の

用
途
変
更
は
、
税
務
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

　勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
は
「
林

業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）」
の

退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
人
は
、
林
退
共
に
加

入
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
含
め
て
調

べ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　り
災
し
た
共
済
契
約
者
と
被
共
済

者
に
対
し
、
共
済
手
帳
の
紛
失
や
退

職
金
の
請
求
な
ど
各
種
手
続
き
の
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
で
き
る
限
り
速

や
か
に
対
応
し
ま
す
。
最
寄
り
の
支

部
か
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
犯
罪
被

害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
は
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
や

生
活
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
消
・

緩
和
す
る
に
は
、
周
り
の
人
の
理
解

か
ら
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。
申
込
み

／
12
月
１
日（
金
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
に
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
入
園

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書

は
各
幼
稚
園
と
学
校
教
育
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
各
園
と
も
預
か
り
保

育
が
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、申
込

み
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
と

書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
に

必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
保
育
料
／
各
世

帯
の
収
入
に
応
じ
て
決
定
。
ひ
と
り

親
世
帯
、障
害
者（
児
）の
い
る
世
帯
、

第
２
子
、
第
３
子
な
ど
の
減
免
・
軽

減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
夏
季
保
育
・

預
か
り
保
育
／
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
綾
部
幼
稚
園
☎（
42
）０
９
３
０

問
八
田
幼
稚
園
☎（
44
）０
０
１
２

問
学
校
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
３

　11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
３
２
人
（
男
１
５
８

３
１
、
女
１
７
１
０
１
）。
世
帯
数

は
１
３
７
９
４
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り

保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で
の
乳

幼
児
と
保
護
者
が
教
育
を
希
望
す
る

３
〜
５
歳
の
幼
児
（
保
護
者
が
教
育

を
希
望
す
る
幼
児
は
認
定
こ
ど
も
園

の
み
受
け
入
れ
可
）。
申
込
み
／
12

月
１
日（
金
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
に

民
生
児
童
課
か
各
園
へ
必
要
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

同
課
と
各
園
で
配
布
し
ま
す
。な
お
、

申
込
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）

と
書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認

に
必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
選
考
／
３
月
上

旬
ご
ろ
に
決
定
し
、
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
保
育
料
／
各
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
決
定
。ひ
と
り
親
世
帯
、

障
害
者
（
児
）
の
い
る
世
帯
、
多
子

世
帯
な
ど
に
対
す
る
減
免
・
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
２

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月
以

降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
／
綾
部
幼
稚
園
＝
平
成
24
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

八
田
幼
稚
園
＝
平
成
24
年
４
月
２
日

や
共
感
が
必
要
で
す
。
被
害
者
の
そ

ば
に
い
る
だ
け
で
支
援
へ
の
第
一
歩

と
な
り
ま
す
。

相
談
先
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７
８
３

０
、
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１
２
０（
78
）

３
９
７
４
、
京
都
性
暴
力
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ａ
）
☎
０
７
５（
２
２
２
）７
７

１
１
。

問
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

　平
成
29
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人

は
約
６
６
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

「
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た―

」
な
ど
、
ど
ん
な
わ

ず
か
な
こ
と
で
も
、
警
察
に
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園
す

る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園
児
を

募
集
し
ま
す
。
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　あ
や
べ
温
泉
の
休
館
日
は
、

毎
月
第
２･

第
４
月
曜
日
で
す
。

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

休
館
日
／
11
月
27
日
、
12
月
11

日
、
25
日（
月
）。

問
あ
や
べ
温
泉

　☎（
55
）０
２
６
２

　市
は
、
12
月
29
日（
金
）と
30

日（
土
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て

処
理
す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集

を
行
い
ま
す
。
収
集
日
の
午
前

８
時
ま
で
に
市
指
定
の
ご
み
袋

に
入
れ
て
、
所
定
の
集
積
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み
を
持
ち

込
む
場
合
は
、
30
日
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。
粗
大
ご
み
は
有
料
で
す
。
時

間
は
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
30
日
は

午
後
３
時
ま
で
で
す
。

　年
始
は
、
１
月
４
日
か
ら
ご
み
収

集
を
行
い
ま
す
。「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
収
集
日
に
あ
た
っ
て

い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
集
積
所
に

ほ
か
の
ご
み
が
混
在
し
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
児・保
育
園
児

幼
稚
園
児

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
協
力
を

林
退
共
制
度
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
者
週
間

綾
部
た
す
け
あ
い
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

公
共
下
水
道
事
業
計
画

変
更
案
の
説
明
会

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
67
回
綾
部
市
成
人
式

第
５
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

□デイサービス スタッフ
□看護師
□ホームヘルパー

あ
や
べ
温
泉
休
館
日

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

※只今、四方ハツ子さんの「和紙ちぎり絵」展、また
　綾部在住の海老ヶ瀬保さんの陶器展も開催中

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）

（5名様以上は御予約下さい）

※只今、綾部産軍鶏を使った薬膳スープを期間限定
　ですが、ご注文いただけます

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

12月16日土
①10：30 ②14：00
③18：00

（大人～高校生）1,300円
（小　 人） 800円

中丹映画大好き劇場

関ヶ原

出演：岡田准一、役所広司 他

前売り

※職種 介護職員、生活支援員、管理栄養士・調理員、看護師、
　　　 リハビリ職（ST・PT・OT）、介護支援専門員・社会福祉士
※一次試験 12月17日（日）〔【小論文】および面接〕
※二次試験 12月24日（日）〔面接〕
※応募期間 10月26日～12月13日必着

2018年度

 新規採用職員募集！

詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
で
は
本
年
度
も
除
雪

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
路
上
に
垂

れ
下
が
っ
た
樹
木
な
ど
は
、
所
有

者
で
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
車
は
路
上
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
い

ず
れ
も
、
除
雪
車
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。消
防
施
設
付
近
は
、

早
め
に
地
域
で
雪
か
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
円
滑
に
進
む
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
雪
害
は
、
気

温
が
０
℃
前
後
で
、
重
い
雪
が
降

り
続
い
た
と
き
に
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
事
前
に
▽
補
強
用
の

支
柱
を
細
か
い
間
隔
で
立
て
る
▽

被
覆
資
材
の
た
る
み
を
取
る
▽
可

能
な
場
合
は
天
井
を
開
放
す
る―

な
ど
の
対
策
で
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ

ウ
ス
の
屋
根
に
雪
が
積
も
っ
た
と

き
は
、
早
め
に
滑
落
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
雪
下
ろ
し

は
原
則
、
外
か
ら
。
ハ
ウ
ス
内
へ

の
立
ち
入
り
は
危
険
で
す
。

気
温
が
低
い
日
が
続
く
と
、
水

道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
凍
結
防
止
の
た
め
、
水
道
管

や
蛇
口
に
保
温
材
や
タ
オ
ル
、
ビ

い
る
も
の
の
、
地
域
や
事
業
所
間

で
連
携
し
た
災
害
対
応
は
十
分
な

状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
近
年
、

大
地
震
や
大
火
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
、
大
規
模
な
災
害
が
多
発
。
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
は
、
市
全
体
の
防
火
防
災

力
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
協
会
の
設
立
が
決
定
し
ま

し
た
。
市
は
８
月
、
商
工
会
議
所

や
工
業
団
地
、
自
治
会
等
の
関
係

者
で
作
る
同
協
会
設
立
準
備
会

（
世
話
人
代
表
、
塩
田
展
康
・
綾

部
商
工
会
議
所
会
頭
）
を
開
催
。

10
月
に
は
役
員
会
と
し
て
体
制
を

変
え
、
12
月
の
発
足
に
向
け
て
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
合
同
で
行
う
防
災
訓

練
や
研
修
会
等
に
参
加
。
他
事
業

所
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
防
災
に

対
す
る
備
え
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
対
す
る
防
火
防
災

の
啓
発
等
、
地
域
に
身
近
な
事
業
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　ガ
ラ
・
シ
テ
ィ

　「最
も
強
い
も
の
が
生
き
残

る
の
で
は
な
く
、
最
も
賢
い
も

の
が
生
き
延
び
る
の
で
も
な

い
。
唯
一
生
き
残
る
の
は
、
変

化
で
き
る
も
の
で
あ
る
」。
有

名
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の『
進
化
論
』

の
一
節
だ
が
、
研
究
の
場
と
な

っ
た
絶
海
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島

で
興
味
深
い
進
化
が
起
き
て
い

る
と
い
う
。

　島
に
棲
む
イ
グ
ア
ナ
は
サ
ボ

テ
ン
を
食
す
る
が
、
絶
滅
を
危

惧
し
た
サ
ボ
テ
ン
は
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
長
い
時
間
を
か
け
て

背
丈
を
伸
ば
し
た
。
す
る
と
イ

グ
ア
ナ
は
餌
場
を
海
に
求
め
、

岩
場
に
し
が
み
つ
け
る
よ
う
に

手
足
の
爪
を
発
達
さ
せ
海
藻
を

食
す
る
進
化
を
遂
げ
た
と
の
こ

と
。
更
に
頑
強
に
な
っ
た
爪
を

使
っ
て
一
度
は
諦
め
か
け
た
サ

ボ
テ
ン
に
も
登
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
と
い
う
。
い
わ
ば
水

陸
両
用
の
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・

イ
グ
ア
ナ
〞
が
誕
生
し
た
訳

で
、
こ
う
な
る
と
そ
れ
に
対
し

て
サ
ボ
テ
ン
が
今
後
ど
ん
な
進

化
を
辿
る
の
か
を
研
究
観
察
中

と
か
。
身
近
な
産
業
で
も
、
同

じ
製
品
を
手
掛
け
る
な
ら
ば
生

産
現
場
を
海
外
に
移
し
、
逆
に

同
じ
場
所
で
操
業
を
継
続
す
る

な
ら
新
商
品
を
開
発
す
る
な

ど
、
生
き
残
り
の
策
を
講
じ
て

い
る
企
業
は
多
々
あ
る
。
本
市

の
製
造
業
し
か
り
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
事
象
は
〝
ま
ち
づ
く

り
〞
に
も
当
て
は
ま
る
。

　人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
諸
施
策
が
高
度
経

済
成
長
時
代
と
同
じ
で
あ
っ
て

良
い
は
ず
が
な
い
。
日
本
社
会

で
し
か
通
用
し
な
い
標
準
に
引

き
こ
も
っ
て
し
ま
う
様
を
「
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
症
候
群
」
と
揶
揄
さ

れ
て
久
し
い
。
ガ
ラ
ケ
ー
（
携

帯
電
話
）
が
象
徴
的
だ
が
、
変

化
に
対
応
で
き
な
い〝
ガ
ラ
・
シ

テ
ィ
〞と
貶
め
ら
れ
な
い
ま
ち
づ

く
り
が
今
、求
め
ら
れ
て
い
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

93

す

え
さ

　ば

か
し
こ

や

　ゆ

た
ど

お
と
し

市
内
事
業
所
等
の
災
害
へ
の
自

衛
体
制
強
化
や
地
域
と
事
業
所
等

の
横
の
連
携
に
よ
り
、
市
全
体
の

防
火
と
防
災
力
向
上
を
目
指
す

「
綾
部
市
防
火
防
災
協
会
」。
12
月

の
発
足
に
向
け
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
や
共
助
の
精
神

で
成
り
立
つ
同
協
会
。
発
足
に
向

け
て
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
所
等
で
は
そ
れ
ぞ
れ

に
災
害
時
の
対
策
は
確
立
さ
れ
て

発
足
に
向
け
関
係
者
で
協
議

強
み
を
生
か
し
地
域
に
貢
献

間もなく冬到来

一歩進んだ雪対策を！
　本年１月、府北部は大雪に見舞われ、市内でも多くの被害が発生しました。
その教訓を生かし、今季は従来より一歩進んだ雪の対策をしましょう。

ニ
ー
ル
袋
等
を
巻
い
て
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。
万
一
凍
結
し
た
場
合

は
、自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ

っ
く
り
と
か
け
ま
し
ょ
う
。
破
損

し
た
場
合
は
止
水
栓
を
締
め
、
市

の
給
水
装
置
工
事
指
定
業
者
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
地
区

別
に
修
理
業
者
の
割
当
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
（
本
紙
お
知
ら
せ
版

参
照
）。
な
お
、
凍
結
破
損
が
原

因
の
漏
水
は
、
料
金
減
免
の
対
象

外
で
す
。

除
雪
の
支
障
木
は
伐
採
を

ハ
ウ
ス
に
も
事
前
の
一
策
を

水
道
管
は
保
温
を

　　　　　　　市は、住宅などの屋根の雪下ろし
　　　　　　や住宅から公道までの雪かきに協力
　　　　していただける事業者のリストを作成。
自治会連合会長と各自治会にお渡ししています。
困ったときはご連絡ください。作業内容や費用は、
事業者と相談して決めてください。
問 防災課☎（42）４２２２

　　　　　　　積雪量が 50 ㌢を超え、高齢者世
　　　　　帯や障害者世帯、母子世帯などが第三
者に依頼して除雪した場合に、作業費用の一部を
補助します。
対象／市内在住の住民税非課税世帯で、同一の自
治会連合会内に子の住居がない世帯。
補助金額／１回当たりの除雪費用の半額（上限２
万円）。回数の制限なし。１世帯の補助金額の上
限は１年度に４万円。
申請／申請書に必要事項を記入し、民生児童委員
の証明を受けて高齢者支援課へ。除雪費の領収書
の写しが必要です。
問 高齢者支援課☎（42）４２５９

　　　　　　　雪かきの対応が困難な世帯を手伝
　　　　　う雪かきボランティアを募集します。
条件／高校生以上で市内在住、在勤の人。未成年
は保護者の同意が必要。
活動内容／道路から玄関先までの除雪。
募集／ 12 月１日（金）から随時。
活動期間／ 12 月～平成 30 年３月中旬ごろ。活
動日は、天候や雪の条件でその都度決定し連絡。
登録／登録用紙に必要事項を記入し、あやべボラ
ンティア総合センターへ。
問 同センター☎（40）１３８８、ファクス（40）１３８９

雪かき対策を支援雪かき対策を支援

除雪業
者を紹

介

費用に
補助

ボランテ
ィア募集

役員会の様子

所
と
し
て
活
動
し
ま
す
。さ
ら
に
、

万
一
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
会

員
同
士
や
地
域
、
行
政
が
連
携
。

被
災
者
の
移
送
や
受
け
入
れ
、
建

設
機
械
の
手
配
、
生
活
用
品
の
提

供
な
ど
、
お
互
い
の
強
み
を
生
か

し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
と
と
も
に
、
早
期
復
旧
に
貢
献

し
ま
す
。
入
会
に
は
、
業
種
や
規

模
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

消
防
本
部
予
防
課
☎（
42
）０
１
１

９
へ
。

横
の
連
携
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

横
の
連
携
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

連携
地　域

15 ㌢超の積雪でハウス倒壊の恐れが高まる

屋外や風が強い場所にある水道管は特に注意を

熱湯を直接かけると破損の原因に

目指す連携のイメージ

A事業所 B工場 C商店

綾
部
市
防
火
防
災
協
会 ―

 

12
月
発
足

場
所
／
府
立
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

（
福
知
山
市
）。
書
面
申
請
期
間
／
12

月
21
日（
木
）〜
平
成
30
年
１
月
５
日

（
金
）。
申
請
用
紙
は
、
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　☎（
42
）０
１
１
９

　市
は
、
公
共
下
水
道
綾
部
処
理
区

の
事
業
区
域
に
つ
い
て
味
方
町
の
一

部
へ
の
区
域
拡
大
を
行
う
た
め
、
都

市
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
変
更
案
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
30
日（
木
）午
後
２
時

〜
。
場
所
／
綾
部
会
館
（
味
方
町
）。

問
下
水
道
課

　☎（
42
）４
２
９
５

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋
や
土

地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど
把
握
が
難

し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
家
屋
の

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
６
日（
水
）午
後
７
時

〜
。
場
所
／
中
央
公
民
館
中
央
ホ

ー
ル
（
里
町
）。
演
題
／
部
落
問
題

と
向
き
合
う
私
た
ち
〜
結
婚
差
別
を

乗
り
越
え
て
〜
。
講
師
／
石
井
真
澄

さ
ん
、
石
井
千
晶
さ
ん
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

で
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
に
つ
い

て
み
ん
な
で
考
え
る
「
綾
部
た
す
け

あ
い
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
12
月
21
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
中
央
公
民
館
中

央
ホ
ー
ル
（
里
町
）。
内
容
／
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
の
概
要
説
明
、

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
会
長
の
堀
田
力

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
な
ど
。
申
込

み
／
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に
必
要

な
資
格
、「
危
険
物
取
扱
者
」
の
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
平
成
30
年
２
月
４
日（
日
）。

29
日
の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区（
火
、

金
曜
日
の
収
集
地
域
）、
中
筋
、
西
八

田
、
東
八
田
の
各
地
区
。
30
日
の
収

集
地
域
／
綾
部
地
区
（
月
、
木
曜
日

の
収
集
地
域
）、
豊
里
、
物
部
、
志

賀
郷
、
吉
美
、
山
家
、
口
上
林
、
中

上
林
、
奥
上
林
、
七
百
石
（
大
谷
）

の
各
地
区
。

問
環
境
保
全
課
☎（
42
）１
４
８
９

　市
は
、
自
立
し
て
人
生
を
歩
も
う

と
す
る
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
た
め

「
平
成
30
年
第
67
回
綾
部
市
成
人
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
個
人
あ
て
に
は
通

知
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
族
や
市
民
の
皆
さ
ん

も
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。
日
時
／
平
成
30
年
１
月
７
日

（
日
）
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
受

付
は
正
午
か
ら
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
綾
部
市
教
職

員
人
権
教
育
研
究
会
と
共
催
で
、
人

権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
や
土
地
の

用
途
変
更
は
、
税
務
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

　勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
は
「
林

業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）」
の

退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
人
は
、
林
退
共
に
加

入
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
含
め
て
調

べ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　り
災
し
た
共
済
契
約
者
と
被
共
済

者
に
対
し
、
共
済
手
帳
の
紛
失
や
退

職
金
の
請
求
な
ど
各
種
手
続
き
の
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
で
き
る
限
り
速

や
か
に
対
応
し
ま
す
。
最
寄
り
の
支

部
か
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
犯
罪
被

害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
は
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
や

生
活
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
消
・

緩
和
す
る
に
は
、
周
り
の
人
の
理
解

か
ら
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。
申
込
み

／
12
月
１
日（
金
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
に
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
入
園

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書

は
各
幼
稚
園
と
学
校
教
育
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
各
園
と
も
預
か
り
保

育
が
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、申
込

み
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
と

書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
に

必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
保
育
料
／
各
世

帯
の
収
入
に
応
じ
て
決
定
。
ひ
と
り

親
世
帯
、障
害
者（
児
）の
い
る
世
帯
、

第
２
子
、
第
３
子
な
ど
の
減
免
・
軽

減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
夏
季
保
育
・

預
か
り
保
育
／
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
綾
部
幼
稚
園
☎（
42
）０
９
３
０

問
八
田
幼
稚
園
☎（
44
）０
０
１
２

問
学
校
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
３

　11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
３
２
人
（
男
１
５
８

３
１
、
女
１
７
１
０
１
）。
世
帯
数

は
１
３
７
９
４
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り

保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で
の
乳

幼
児
と
保
護
者
が
教
育
を
希
望
す
る

３
〜
５
歳
の
幼
児
（
保
護
者
が
教
育

を
希
望
す
る
幼
児
は
認
定
こ
ど
も
園

の
み
受
け
入
れ
可
）。
申
込
み
／
12

月
１
日（
金
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
に

民
生
児
童
課
か
各
園
へ
必
要
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

同
課
と
各
園
で
配
布
し
ま
す
。な
お
、

申
込
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）

と
書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認

に
必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
選
考
／
３
月
上

旬
ご
ろ
に
決
定
し
、
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
保
育
料
／
各
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
決
定
。ひ
と
り
親
世
帯
、

障
害
者
（
児
）
の
い
る
世
帯
、
多
子

世
帯
な
ど
に
対
す
る
減
免
・
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
２

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月
以

降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
／
綾
部
幼
稚
園
＝
平
成
24
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

八
田
幼
稚
園
＝
平
成
24
年
４
月
２
日

や
共
感
が
必
要
で
す
。
被
害
者
の
そ

ば
に
い
る
だ
け
で
支
援
へ
の
第
一
歩

と
な
り
ま
す
。

相
談
先
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７
８
３

０
、
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１
２
０（
78
）

３
９
７
４
、
京
都
性
暴
力
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ａ
）
☎
０
７
５（
２
２
２
）７
７

１
１
。

問
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

　平
成
29
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人

は
約
６
６
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

「
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た―

」
な
ど
、
ど
ん
な
わ

ず
か
な
こ
と
で
も
、
警
察
に
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園
す

る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園
児
を

募
集
し
ま
す
。

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　あ
や
べ
温
泉
の
休
館
日
は
、

毎
月
第
２･

第
４
月
曜
日
で
す
。

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

休
館
日
／
11
月
27
日
、
12
月
11

日
、
25
日（
月
）。

問
あ
や
べ
温
泉

　☎（
55
）０
２
６
２

　市
は
、
12
月
29
日（
金
）と
30

日（
土
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て

処
理
す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集

を
行
い
ま
す
。
収
集
日
の
午
前

８
時
ま
で
に
市
指
定
の
ご
み
袋

に
入
れ
て
、
所
定
の
集
積
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み
を
持
ち

込
む
場
合
は
、
30
日
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。
粗
大
ご
み
は
有
料
で
す
。
時

間
は
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
30
日
は

午
後
３
時
ま
で
で
す
。

　年
始
は
、
１
月
４
日
か
ら
ご
み
収

集
を
行
い
ま
す
。「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
収
集
日
に
あ
た
っ
て

い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
集
積
所
に

ほ
か
の
ご
み
が
混
在
し
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
児・保
育
園
児

幼
稚
園
児

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
協
力
を

林
退
共
制
度
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
者
週
間

綾
部
た
す
け
あ
い
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

公
共
下
水
道
事
業
計
画

変
更
案
の
説
明
会

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
67
回
綾
部
市
成
人
式

第
５
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

□デイサービス スタッフ
□看護師
□ホームヘルパー

あ
や
べ
温
泉
休
館
日

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

※只今、四方ハツ子さんの「和紙ちぎり絵」展、また
　綾部在住の海老ヶ瀬保さんの陶器展も開催中

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）

（5名様以上は御予約下さい）

※只今、綾部産軍鶏を使った薬膳スープを期間限定
　ですが、ご注文いただけます

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

12月16日土
①10：30 ②14：00
③18：00

（大人～高校生）1,300円
（小　 人） 800円

中丹映画大好き劇場

関ヶ原

出演：岡田准一、役所広司 他

前売り

※職種 介護職員、生活支援員、管理栄養士・調理員、看護師、
　　　 リハビリ職（ST・PT・OT）、介護支援専門員・社会福祉士
※一次試験 12月17日（日）〔【小論文】および面接〕
※二次試験 12月24日（日）〔面接〕
※応募期間 10月26日～12月13日必着

2018年度

 新規採用職員募集！

詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課



福井県
おおい町

福井県
高浜町

南丹市

船井郡京丹波町

福 知 山 市

舞鶴市

於与岐八幡宮

島萬神社

道の駅「和」

至 京都

篠田神社

大野ダム

長老ケ岳
917

弥仙山
664

あやべあやべ
いさいさ

ふちがきふちがき

あせりあせり

たちきたちき

やま
が

やま
が

わちわち

うめざこうめざこ

ししょししょ

まぐらまぐら

にしまいづるにしまいづる

管
坂
峠

JR山陰本線

J
R
舞
鶴
線

舞鶴西I.C舞鶴西I.C

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

京
都
縦
貫
自
動
車
道

京
都
縦
貫
自
動
車
道

綾部安国寺I.C綾部安国寺I.C

綾部I.C綾部I.C

福知山I.C福知山I.C

六人部PA六人部PA

京丹波
わちI.C
京丹波
わちI.C

綾部PA綾部PA

綾部JCT綾部JCT

舞鶴東I.C舞鶴東I.C

由良川PA由良川PA

舞鶴大江I.C舞鶴大江I.C

由良
川

至 

小
浜

1

8

51

27

27

162

173

9

27

178

175

175
京都丹後鉄道

舞鶴湾

阿須々伎神社

たかつたかつ

至 

宮
津

至 福知山

至 

京
都

至 池田至 吉川JCT

至 小浜

藤波神社

頭巾山
871

 長福寺
（向田観音堂）

立岩

由良川

上林川

八田川

犀
川

枯木峠

東綾小・中一貫校

何北中

上林小・中一貫校

八田中

二王公園

黒谷和紙 
工芸の里

山家城址公園

あやべ温泉

光明寺二王門

山家観光やな漁

里山ねっと・あやべ

私市円山
古墳公園

市民プール

高倉神社

丸山スポーツ公園

安国寺

岩王寺
総合運動公園総合運動公園総合運動公園

楞厳寺

綾部ふれあい牧場

黒谷和紙会館

あやべ山の家

資料館
清山荘

天文館パオ
中丹文化会館
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《
経
常
収
支
比
率
》

率
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る

資
金
が
多
い
こ
と
を
示
す
指
標
。

一
般
財
源
に
占
め
る
福
祉
施
策
経

費
や
人
件
費
な
ど
義
務
的
な
経
費

の
割
合
で
す
。

《
一
般
財
源
》

市
の
裁
量
で
使
え
る
財
源
。
市

税
収
入
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

な
ど
の
こ
と
で
す
。
使
途
が
定
め

ら
れ
て
い
る
国
庫
支
出
金
な
ど
の

収
入
は
特
定
財
源
と
い
い
ま
す
。

《
実
質
公
債
費
比
率
》

借
金
の
額
が
適
正
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
数
値
。
一
般
財
源
に
占

め
る
借
金
返
済
額
の
割
合
で
す
。

《
将
来
負
担
比
率
》

市
が
将
来
的
に
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
の
あ
る
、
実

質
的
な
借
金
残
高
な
ど
を
指
標
化

し
た
も
の
。
一
般
会
計
に
加
え
、

各
特
別
会
計
や
公
社
、
第
３
セ
ク

タ
ー
も
含
め
た
借
金
な
ど
を
基
に

算
出
し
ま
す
。

28
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
は
、

前
年
度
か
ら
３
３
５
４
万
円（
０
・

２
㌫
）
増
と
な
り
ま
し
た
。
自
主

財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
は
、

前
年
度
比
４
・
８
㌫
増
。
企
業
収

益
の
改
善
や
設
備
投
資
の
増
加
に

よ
り
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税

が
伸
び
ま
し
た
。
ま
た
、
国
庫
支

出
金
も
年
金
生
活
者
等
臨
時
福
祉

給
付
金
な
ど
に
よ
り
９
・
６
㌫
増

加
し
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
同
３
・

２
㌫
減
。
府
支
出
金
も
災
害
復
旧

事
業
費
の
皆
減
等
に
よ
り
９
・
１

㌫
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
同
２
０
４
８
万
円

（
０
・
１
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

第
５
次
綾
部
市
総
合
計
画
・
後
期

基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
と
し
て

『
医
・
職
・
住
・
教
育
・
情
報
発
信
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
施
策
を
推
進
。

特
に
安
全
・
安
心
や
特
色
あ
る
教

育
環
境
等
の
積
極
的
な
整
備
に
よ

り
、
普
通
建
設
事
業
費
が
同
４
億

９
４
０
２
万
円
（
28
・
１
㌫
）
増

と
な
り
ま
し
た
。

28
年
度
決
算
の
主
な
使
い
道
は

主
要
施
策
成
果
マ
ッ
プ
の
と
お
り

で
す
。
詳
し
く
は
「
主
要
施
策
の

報
告
書
」
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
会
計
10
会
計
は
、
歳
入
１

３
１
億
８
７
８
万
円
、
歳
出
１
２

８
億
３
９
８
７
万
円
で
し
た
＝
左

表
。
実
質
収
支
は
２
億
３
４
０
５

万
円
の
黒
字
。
10
会
計
と
も
黒
字

ま
た
は
収
支
ゼ
ロ
で
す
。

ま
た
、公
営
企
業
会
計
の
う
ち
上

水
道
事
業
会
計
は
34
年
連
続
黒
字
。

病
院
事
業
会
計
は
、
制
度
変
更
に

伴
う
医
療
公
社
会
計
へ
の
退
職
給

付
引
当
金
の
一
括
交
付
等
に
よ
り

２
年
ぶ
り
に
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
（
借
金
）
残
高
は
前
年
度

比
３
４
９
７
万
円
増
の
１
３
３
億

６
５
４
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
基
金
（
貯
金
）
残
高
は
前

年
度
比
５
億
１
４
４
６
万
円
減
の

42
億
２
５
７
７
万
円
で
す
。
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
88
・

５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
の
健
全
性
を
判
断

す
る
指
標
は
『
こ
れ
以
上
悪
化
す

る
と
危
険
』
と
さ
れ
る
基
準
を
全

て
下
回
り
、
安
全
圏
内
で
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は
同
基
準
25
㌫

に
対
し
10
・
９
㌫
。
将
来
負
担
比

率
も
同
基
準
３
５
０
㌫
に
対
し

79
・
４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入の状況平成28年度主要施策成果マップ

国
か
ら
の
収
入
が
増
加

普
通
建
設
事
業
費
が
増

特
別
会
計
も
黒
字
決
算

　
市
の
平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
16
日
、
市
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
歳
入
１
６
８
億
１
３

１
万
円
、
歳
出
１
６
７
億
４
６
１
５
万
円
。
残
額
か
ら
平
成

29
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
７
８

９
万
円
で
、
45
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
は
88・５
㌫

用
語
説
明167億4615万円

3899万円

188万円

41億9291万円

45億4626万円

5億2079万円

2384万円

8億 871万円

19億3588万円

7億 426万円

6635万円

6億9260万円

70億9009万円

168億 131万円

3899万円

344万円

41億9328万円

47億6708万円

5億3209万円

2384万円

8億 871万円

19億7074万円

7億 426万円

6635万円

8億 427万円

63億3710万円

一　般　会　計

病 院 事 業

歳 出 総 額歳 入 総 額区　　　　分

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

駐 車 場

簡 易 水 道

下 水 道 事 業

地 域 排 水 事 業

住宅・工業団地事業
区　　　　分

公営企業会計
上水道事業

事 業 収 益 事 業 費 用

特
　
　別
　
　会
　
　計

平成28年度の会計別決算

市税
26.7％

使用料、
手数料等
9.9％

地方交付税
27.3％

一般会計
歳入

168億131万円
国庫支出金
12.4％

府支出金
10.2％

市債
8.2％

その他
5.3％

物部保育園舎の改修により保育環境を整備 総合運動公園で総合防災訓練を実施 八田幼稚園を整備 二王門の修復工事を支援

市道青野豊里線を拡幅改良

森の京都重点エリアに拠点施設を整備 古川樋門に仮設排水ポンプを設置 障害者グループホームの整備を支援 東綾小・中一貫校を整備

子育て世代のワンストップ拠点「ぷくぷく」を開設

平成28年度決算

市の自主財源 36.6％
国や府への依存財源 63.4％

安
全・安
心
、教
育
環
境
等
を
積
極
的
に
整
備

安
全・安
心
、教
育
環
境
等
を
積
極
的
に
整
備

安
全・安
心
、教
育
環
境
等
を
積
極
的
に
整
備

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

12～１月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
10
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
消
防
本
部
に
》

　ツ
バ
メ
瓦
斯
（
井
倉
町
）

　Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
　ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
一
式

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　78
件

　
　
　２
４
１
万
円

　
10
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
消
防
本
部
に
》

　ツ
バ
メ
瓦
斯
（
井
倉
町
）

　Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
　ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
一
式

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　78
件

　
　
　２
４
１
万
円

■日 

12
月
１
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

定
員
20
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

12
月
９
日（
土
）  

■時 

10
時
〜
13
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

定
員
10
人
。
参
加
費
２
０
０
０
円

　（試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　
　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

12
月
２
日（
土
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■申 

■問 

丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
７
２（
68
）３
０
８
０

■日 

12
月
５
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

12
月
６
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

12
月
８
日（
金
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

バ
ザ
ー
ル
タ
ウ
ン
綾
部
ア
ス
パ

　

 

Ａ
ホ
ー
ル
（
綾
中
町
）

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

12
月
13
日
、
27
日（
水
）

■日 

12
月
９
日（
土
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
梅
林
公
園
（
舘
町
）

■問 

農
林
課
☎（
42
）４
２
６
７

■日 

12
月
11
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 
12
月
18
日（
月
）

■時 
13
時
〜
15
時

■場 
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実
費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

12
月
12
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦

と
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

12
月
13
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

12
月
17
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
13
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

定
員
15
人
。参
加
費
１
８
０
０
円
、

　小
学
生
以
下
９
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

12
月
19
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
か
月
の
乳
児
の
保
護

　者
対
象

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

12
月
23
日（
土
・
祝
） 

■時 

10
時
〜
13
時

■場 
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※
定
数
20
セ
ッ
ト
。
参
加
費
は
１
セ

ッ
ト
１
５
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

12
月
１
日（
金
）〜
６
日（
水
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

※

土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

■日 

12
月
３
日（
日
）

■時 

10
時
30
分
〜
14
時
30
分

■場 

小
畑
町

※

定
員
10
人
。
参
加
費
１
０
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

12
月
３
日（
日
）  

■時 

12
時
45
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

12
月
８
日（
金
）〜
11
日（
月
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

■日 

12
月
11
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

高
津
公
会
堂
（
高
津
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 
あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

12
月
15
日（
金
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

12
月
18
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

12
月
20
日（
水
） 

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

12
月
20
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

12
月
20
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

12
月
26
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室 

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

12
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

１
月
５
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
12
月
19
日（
火
）〜
22

日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

12
月
31
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

し
ま
む
ら
歯
科
医
院（
桜
が
丘一
丁
目
） 

■問 

し
ま
む
ら
歯
科
医
院
☎（
40
）１
７
１
８

■日 

12
月
10
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

12
月
24
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

12
月
７
、
14
、
21
、
28
日

　１
月
４
、
11
、
18
、
25
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

梅
の
木
せ
ん
定
講
習
会

糖
尿
病
教
室

調
停
相
談

行
政
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
・
登
記
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

障
害
者
作
品
展

第
38
回
綾
部
市
民
合
唱
祭

天
上
の
木「
小
畑
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」訪
問

市
民
葉
ぼ
た
ん
展

消
費
生
活
リ
レ
ー
講
座

「
高
齢
者
向
け
住
宅
を
学
ぼ
う
！
」

石
窯
パ
ン
体
験

「
ク
リ
ス
マ
ス・シ
ュ
ト
ー
レ
ン
」

休
耕
田
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
そ
ば
打
ち
交
流
会
」

離
乳
食
講
座

ミ
ニ
門
松
づ
く
り
体
験

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

休
日
歯
科
診
療
当
番

喫
茶
シ
ボ
ラ

北
部一斉
無
料
法
律
相
談
会

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

交
通
事
故
相
談

相

　談

福 井 県
おおい町

福 井 県
高 浜 町

南丹市

船井郡京丹波町

福知山市

舞鶴市

於与岐八幡宮

島萬神社

道の駅「和」

至 京都

篠田神社

大野ダム

長老ケ岳
917

弥仙山
664

あやべあやべ
いさいさ

ふちがきふちがき

あせりあせり

たちきたちき

やま
が

やま
が

わちわち

うめざこうめざこ

ししょししょ

まぐらまぐら

にしまいづるにしまいづる

管
坂
峠

JR山陰本線

J
R
舞
鶴
線

舞鶴西I.C舞鶴西I.C

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

京
都
縦
貫
自
動
車
道

京
都
縦
貫
自
動
車
道

綾部安国寺I.C綾部安国寺I.C

綾部I.C綾部I.C

福知山I.C福知山I.C

六人部PA六人部PA

京丹波
わちI.C
京丹波
わちI.C

綾部PA綾部PA

綾部JCT綾部JCT

舞鶴東I.C舞鶴東I.C

由良川PA由良川PA

舞鶴大江I.C舞鶴大江I.C

由良
川

至 

小
浜

1

8

51

27

27

162

173

9

27

178

175

175
京都丹後鉄道

舞鶴湾

阿須々伎神社

たかつたかつ

至 

宮
津

至 福知山

至 

京
都

至 池田至 吉川JCT

至 小浜

藤波神社

頭巾山
871

 長福寺
（向田観音堂）

立岩

由良川

上林川

八田川

犀
川

枯木峠

東綾小・中一貫校

何北中

上林小・中一貫校

八田中

二王公園

黒谷和紙 
工芸の里

山家城址公園

あやべ温泉

光明寺二王門

山家観光やな漁

里山ねっと・あやべ

私市円山
古墳公園

市民プール

高倉神社

丸山スポーツ公園

安国寺

岩王寺
総合運動公園総合運動公園総合運動公園

楞厳寺

綾部ふれあい牧場

黒谷和紙会館

あやべ山の家

資料館
清山荘

天文館パオ
中丹文化会館

3 2

《
経
常
収
支
比
率
》

率
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る

資
金
が
多
い
こ
と
を
示
す
指
標
。

一
般
財
源
に
占
め
る
福
祉
施
策
経

費
や
人
件
費
な
ど
義
務
的
な
経
費

の
割
合
で
す
。

《
一
般
財
源
》

市
の
裁
量
で
使
え
る
財
源
。
市

税
収
入
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

な
ど
の
こ
と
で
す
。
使
途
が
定
め

ら
れ
て
い
る
国
庫
支
出
金
な
ど
の

収
入
は
特
定
財
源
と
い
い
ま
す
。

《
実
質
公
債
費
比
率
》

借
金
の
額
が
適
正
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
数
値
。
一
般
財
源
に
占

め
る
借
金
返
済
額
の
割
合
で
す
。

《
将
来
負
担
比
率
》

市
が
将
来
的
に
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
の
あ
る
、
実

質
的
な
借
金
残
高
な
ど
を
指
標
化

し
た
も
の
。
一
般
会
計
に
加
え
、

各
特
別
会
計
や
公
社
、
第
３
セ
ク

タ
ー
も
含
め
た
借
金
な
ど
を
基
に

算
出
し
ま
す
。

28
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
は
、

前
年
度
か
ら
３
３
５
４
万
円（
０
・

２
㌫
）
増
と
な
り
ま
し
た
。
自
主

財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
は
、

前
年
度
比
４
・
８
㌫
増
。
企
業
収

益
の
改
善
や
設
備
投
資
の
増
加
に

よ
り
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税

が
伸
び
ま
し
た
。
ま
た
、
国
庫
支

出
金
も
年
金
生
活
者
等
臨
時
福
祉

給
付
金
な
ど
に
よ
り
９
・
６
㌫
増

加
し
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
同
３
・

２
㌫
減
。
府
支
出
金
も
災
害
復
旧

事
業
費
の
皆
減
等
に
よ
り
９
・
１

㌫
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
同
２
０
４
８
万
円

（
０
・
１
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

第
５
次
綾
部
市
総
合
計
画
・
後
期

基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
と
し
て

『
医
・
職
・
住
・
教
育
・
情
報
発
信
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
施
策
を
推
進
。

特
に
安
全
・
安
心
や
特
色
あ
る
教

育
環
境
等
の
積
極
的
な
整
備
に
よ

り
、
普
通
建
設
事
業
費
が
同
４
億

９
４
０
２
万
円
（
28
・
１
㌫
）
増

と
な
り
ま
し
た
。

28
年
度
決
算
の
主
な
使
い
道
は

主
要
施
策
成
果
マ
ッ
プ
の
と
お
り

で
す
。
詳
し
く
は
「
主
要
施
策
の

報
告
書
」
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
会
計
10
会
計
は
、
歳
入
１

３
１
億
８
７
８
万
円
、
歳
出
１
２

８
億
３
９
８
７
万
円
で
し
た
＝
左

表
。
実
質
収
支
は
２
億
３
４
０
５

万
円
の
黒
字
。
10
会
計
と
も
黒
字

ま
た
は
収
支
ゼ
ロ
で
す
。

ま
た
、公
営
企
業
会
計
の
う
ち
上

水
道
事
業
会
計
は
34
年
連
続
黒
字
。

病
院
事
業
会
計
は
、
制
度
変
更
に

伴
う
医
療
公
社
会
計
へ
の
退
職
給

付
引
当
金
の
一
括
交
付
等
に
よ
り

２
年
ぶ
り
に
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
（
借
金
）
残
高
は
前
年
度

比
３
４
９
７
万
円
増
の
１
３
３
億

６
５
４
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
基
金
（
貯
金
）
残
高
は
前

年
度
比
５
億
１
４
４
６
万
円
減
の

42
億
２
５
７
７
万
円
で
す
。
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
88
・

５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
の
健
全
性
を
判
断

す
る
指
標
は
『
こ
れ
以
上
悪
化
す

る
と
危
険
』
と
さ
れ
る
基
準
を
全

て
下
回
り
、
安
全
圏
内
で
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は
同
基
準
25
㌫

に
対
し
10
・
９
㌫
。
将
来
負
担
比

率
も
同
基
準
３
５
０
㌫
に
対
し

79
・
４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入の状況平成28年度主要施策成果マップ

国
か
ら
の
収
入
が
増
加

普
通
建
設
事
業
費
が
増

特
別
会
計
も
黒
字
決
算

　
市
の
平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
16
日
、
市
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
歳
入
１
６
８
億
１
３

１
万
円
、
歳
出
１
６
７
億
４
６
１
５
万
円
。
残
額
か
ら
平
成

29
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
７
８

９
万
円
で
、
45
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
は
88・５
㌫

用
語
説
明167億4615万円

3899万円

188万円

41億9291万円

45億4626万円

5億2079万円

2384万円

8億 871万円

19億3588万円

7億 426万円

6635万円

6億9260万円

70億9009万円

168億 131万円

3899万円

344万円

41億9328万円

47億6708万円

5億3209万円

2384万円

8億 871万円

19億7074万円

7億 426万円

6635万円

8億 427万円

63億3710万円

一　般　会　計

病 院 事 業

歳 出 総 額歳 入 総 額区　　　　分

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

駐 車 場

簡 易 水 道

下 水 道 事 業

地 域 排 水 事 業

住宅・工業団地事業
区　　　　分

公営企業会計
上水道事業

事 業 収 益 事 業 費 用

特
　
　別
　
　会
　
　計

平成28年度の会計別決算

市税
26.7％

使用料、
手数料等
9.9％

地方交付税
27.3％

一般会計
歳入

168億131万円
国庫支出金
12.4％

府支出金
10.2％

市債
8.2％

その他
5.3％

物部保育園舎の改修により保育環境を整備 総合運動公園で総合防災訓練を実施 八田幼稚園を整備 二王門の修復工事を支援

市道青野豊里線を拡幅改良

森の京都重点エリアに拠点施設を整備 古川樋門に仮設排水ポンプを設置 障害者グループホームの整備を支援 東綾小・中一貫校を整備

子育て世代のワンストップ拠点「ぷくぷく」を開設

平成28年度決算

市の自主財源 36.6％
国や府への依存財源 63.4％

安
全・安
心
、教
育
環
境
等
を
積
極
的
に
整
備

安
全・安
心
、教
育
環
境
等
を
積
極
的
に
整
備

安
全・安
心
、教
育
環
境
等
を
積
極
的
に
整
備

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

45
年
連
続
で
黒
字

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

12～１月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
10
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
消
防
本
部
に
》

　ツ
バ
メ
瓦
斯
（
井
倉
町
）

　Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
　ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
一
式

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　78
件

　
　
　２
４
１
万
円

　
10
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
消
防
本
部
に
》

　ツ
バ
メ
瓦
斯
（
井
倉
町
）

　Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
　ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
一
式

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　78
件

　
　
　２
４
１
万
円

■日 

12
月
１
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

定
員
20
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

12
月
９
日（
土
）  

■時 

10
時
〜
13
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

定
員
10
人
。
参
加
費
２
０
０
０
円

　（試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　
　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

12
月
２
日（
土
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■申 

■問 

丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
７
２（
68
）３
０
８
０

■日 

12
月
５
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

12
月
６
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

12
月
８
日（
金
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

バ
ザ
ー
ル
タ
ウ
ン
綾
部
ア
ス
パ

　

 

Ａ
ホ
ー
ル
（
綾
中
町
）

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

12
月
13
日
、
27
日（
水
）

■日 

12
月
９
日（
土
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
梅
林
公
園
（
舘
町
）

■問 

農
林
課
☎（
42
）４
２
６
７

■日 

12
月
11
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 
12
月
18
日（
月
）

■時 
13
時
〜
15
時

■場 
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実
費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

12
月
12
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦

と
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

12
月
13
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

12
月
17
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
13
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

定
員
15
人
。参
加
費
１
８
０
０
円
、

　小
学
生
以
下
９
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

12
月
19
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
か
月
の
乳
児
の
保
護

　者
対
象

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

12
月
23
日（
土
・
祝
） 

■時 

10
時
〜
13
時

■場 
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※
定
数
20
セ
ッ
ト
。
参
加
費
は
１
セ

ッ
ト
１
５
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

12
月
１
日（
金
）〜
６
日（
水
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

※

土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

■日 

12
月
３
日（
日
）

■時 

10
時
30
分
〜
14
時
30
分

■場 

小
畑
町

※

定
員
10
人
。
参
加
費
１
０
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

12
月
３
日（
日
）  

■時 

12
時
45
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

12
月
８
日（
金
）〜
11
日（
月
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

■日 

12
月
11
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

高
津
公
会
堂
（
高
津
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 
あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

12
月
15
日（
金
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

12
月
18
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

12
月
20
日（
水
） 

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

12
月
20
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

12
月
20
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

12
月
26
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室 

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

12
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

１
月
５
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
12
月
19
日（
火
）〜
22

日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

12
月
31
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

し
ま
む
ら
歯
科
医
院（
桜
が
丘一
丁
目
） 

■問 

し
ま
む
ら
歯
科
医
院
☎（
40
）１
７
１
８

■日 

12
月
10
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

12
月
24
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

12
月
７
、
14
、
21
、
28
日

　１
月
４
、
11
、
18
、
25
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

梅
の
木
せ
ん
定
講
習
会

糖
尿
病
教
室

調
停
相
談

行
政
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
・
登
記
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

障
害
者
作
品
展

第
38
回
綾
部
市
民
合
唱
祭

天
上
の
木「
小
畑
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」訪
問

市
民
葉
ぼ
た
ん
展

消
費
生
活
リ
レ
ー
講
座

「
高
齢
者
向
け
住
宅
を
学
ぼ
う
！
」

石
窯
パ
ン
体
験

「
ク
リ
ス
マ
ス・シ
ュ
ト
ー
レ
ン
」

休
耕
田
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
そ
ば
打
ち
交
流
会
」

離
乳
食
講
座

ミ
ニ
門
松
づ
く
り
体
験

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

休
日
歯
科
診
療
当
番

喫
茶
シ
ボ
ラ

北
部一斉
無
料
法
律
相
談
会

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

交
通
事
故
相
談

相

　談



第745号第745号 1111

平成28年度決算 2
一歩進んだ雪対策を 4
防火防災協会が発足 5
クリスマスバス・移動絵画展 6

今月の
表紙

平安騎馬隊が
　　 物部保育園に
交通安全教室に、府警本部平安騎馬隊
の小倉号と大江号が来園。園児７０人
が綾部警察署の交通安全指導の後、順
に乗馬を体験。パトカーや白バイも見
学しました。10月30日、物部町の物部
保育園で―。
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11
月
11
日
に
は
長
崎
県
佐
世
保
市

で
褒
賞
授
与
式
が
開
催
さ
れ
、
市

に
優
勝
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
は
日
照
時
間
の
少
な
い
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
光
を

遮
っ
て
育
て
る「
か
ぶ
せ
茶
」の
生

産
技
術
が
磨
か
れ
て
き
ま
し
た
。

茶
葉
は
濃
い
緑
色
で
、
渋
み
が
少

な
く
う
ま
み
が
多
い
の
が
特
長
。

そ
の
多
く
が「
宇
治
茶
」と
し
て
加

工
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
現
在
、
39
個
人
・
団
体
が

茶
を
生
産
。
最
近
は
、
高
級
茶
で

あ
る
「
玉
露
」
の
ほ
か
、
か
ぶ
せ

茶
を
加
工
し
た「
て
ん
茶
」の
製
造

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

44

綾
部
の
生
産
者
が

１
等
独
占

宇
治
茶
を
支
え
る

重
要
産
地

産
地
賞
と
は
、
茶
種
ご
と
に
成

績
優
秀
な
市
町
村
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
褒
賞
。
同
一
部
門
に
同
一
の

市
町
村
か
ら
３
点
以
上
の
出
品
が

あ
り
、
審
査
成
績
の
上
位
３
点
の

合
計
審
査
点
で
決
定
し
ま
す
。
今

回
か
ぶ
せ
茶
の
部
門
に
は
、
８
府

県
の
19
市
町
村
か
ら
84
点
が
出

品
。
綾
部
市
か
ら
は
11
点
の
出
品

が
あ
り
、
１
等
１
席
か
ら
４
席
ま

で
を
本
市
の
生
産
者
が
独
占
す
る

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
＝
左
下
。

　長崎県で、9月に開催された第71回全国茶品評会。
８部門で審査が行われ、かぶせ茶の部門において
綾部市が6年ぶりの産地賞に輝きました。

香り高い綾部の特産品
全国茶品評会で産地賞

かぶせ茶 １等入賞者（敬称略）

１等１席（農林水産大臣賞）
 両丹いきいきファーム

１等２席（農林水産省生産局長賞）
 綾部緑茶生産組合  永　井　秋　夫

１等３席（公益社団法人日本茶業中央会長賞）
 小西茶業組合 代表  四　方　英　幹

１等４席（全国茶生産団体連合会長賞）
 小西茶業組合 組合長  四　方　　　均

　　てん茶をひき、粉末
にしたもの。

　　　 摘採前に１週間
程度日光を遮って育て
た茶。

　　摘採前に20日程度
日光を遮って育てた茶。

お茶の種類いろいろ

　　茶葉を蒸した後、
もまずに乾燥した茶。

　市内生産者の努力により、最高品
質の茶として認められ、とてもうれし
いです。今後も、品評会でトップを目指
す産地でありたいです。そして、全国に
誇る茶の産地として、次の世代に引き
　継いでいきます。

綾部市茶生産組合連合会
　会長  中　田　義　孝 さん

かぶせ
茶

抹茶

玉露

てん茶

品質の高さは日ごろの茶園管理のたまもの


